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19日（日）÷二言㌣“＼’雪∴1、さまi輔 　午前9時30分～午後3時 ′ところ芦屋町ボートレース場 

主　な　行　事　と　日　程 

記　念　式　典 � �雪 ● �水産コーナー �●　〇° �l＝ ● 

（収穫感謝祭、各種表彰） ���（謹慧諾霊諒で） 
農畜産物共進会 （野菜、果物、花井など） � �● 

チャリティーバザー （おにぎり、うどん、てんぷら、もち） � �● 
演芸会 （謹話蒜需婦人部、） � �● 

生活用品即売会 （農協Aコープ、農協生産課、郡内商工会） �● �● 

子供コーナー （宝さがしその他） � �● 

薬草、陶器の展示コーナー （年金、福祉） � �● 

米消費拡大コーナー （嵩崇母と子のお勘、） � �● 
農機具、自動車展示販売 （最新型各種） � �● 

農産物及び加工品即売会 （新鮮野菜を格安で野菜即書チヤリ‾ィー） � �● �植木、苗木即売 �● �● 
ノU　T （11時と13時に開催） ���（産地から大量入荷） 

′主催　遠賀郡農業振興連絡協議会　′共催　遠賀中央鮮魚商協同組合
′後援　県農協連合会、遠賀魚市場、北九州青果、西山青果、遠賀食披、郡内商工会
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／



JR九州のダイヤ改正滞“　　　　　　　‖
＼＼　、来年の3月に予定されています。＼

JR九州では63年3月、平成元年3月のダイヤ改正で、輸送サービスの向上をはかってきま

したが、今回のダイヤ改正では

I　特急列車では 

①　スピードアップによる到達時分の短縮 

③　「にちりん」にハイパーサルーン登場 

③　増発と発着駅の多様化でより便利 

④　快適な旅を提供するアコモ改善 

I　普通列車では 

①　新型車両の投入でより快適に 

（り　朝通勤時間の短縮 

⑧　夜型社会の変化に対応 

などを中心に一層快適で利用しやすいダイヤを提供する予定です。

●小倉一博多聞の快速列車の約半数の列車をニューシティーライナーの新型車両に置き換え、より快適なサービスの向上をはか

ります。

●鹿児島本線（小倉一博多聞）・通勤快速を下り1本、通勤ライナーを下り2本増発し、到達時分短縮と快適通勤をはかりま

す。・小倉・福間一博多聞に増発し、混雑緩和をはかります。

●鹿児島本線（小倉一博多聞）・夕、夜間時間帯に小倉一博多聞増発し、混雑緩和をはかるとともに、夜型社会に対応して利

便向上をはかります。・夜間時間帯に小倉一博多聞上下5本快速列車を増発し、帰宅時問の短縮をはかります。

÷＼震麓li �睡蓮／i続空 ∴「∴二二十 

開聞問題SSSSSS0日SSSSSE：翠‾‾二 

●展示飛行（F－15、F－4B、F

－1、T－1など）

●航空機地上展示（陸、海、空自衛

隊）

●救難訓練展示CV－107、MU－

2）主要装備品展示

●ナイキ、戦車、ホーク、装甲車の

地上展示

●航空参考館公開、バザー

●航空音楽隊、ドルレ、ラジコン

●ちびっ子ヤング広場、モデル撮影
A

●アマチュア無線、映画上映、花自

動車連行、売店、出店

主催　航空自衛隊芦屋墓地
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旅立ち
離籍題額頚饗醒額苧発露三二＿　℡

町教育委員会では、来年1月15日に行われる成人式の該当者を調査しています。

新成人に該当するのは、昭和〟年4月2日から昭和45年4月1日までに生まれた方です。

この名簿は10月1日現在の住民票をもとに作成していますが、もし、名前の載って

いない人、名前に間違いがある人などがおいでになれば謹しんでおわびするととも

に、社会教育課までご連絡ください。なお、成人式には就学や就職のため遠賀町に

住所がない人も参加できますので希望される人は申し出てください。

●　　　●　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　●　　　●

別　　千　　　　　　今　　　　　　　　田　　　　　　尾　　　　　　　　　　　　　　男　　　　君　　豊
泉　永代書中楽弁舌西中国小枝　宮兵粛有　　源三三福玉坂川井井　桝中小　大
原府田丸田村田上賛　同島中浦光田崎頭山吉崎　　好康弁壇元村口上浦添尾野松暢達

構　　　佳　　　　ち
光　秀　　束　直真　　美次英治代　　寿な慶事　　英　　光由祥令三　英　　泰暁　　　稔
宏　　之　　明文喜里　　穂郎種子子　　美み手代　　軽量広香文子佳博樹　代子朗　　裕

副北安
田村藤

雅美美
子香和

田熊井
口　谷上

あ

雅恵　ゆ
樹美み

宮松松藤徳柴畠緒
IiI本本原王田廣環

日直　　恵康裕　　博
美美格子之冶恵子

宮樋申永谷重酒近小荒　　山村深戸
停　晦　日　村松　口魔井藤松IIi町　口　井梅田

信侠賢修直敏裕一京由　　美夕佳美
子富治一人輝子彰子寛　　覇道美佐

●

新
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園筋塩岸箱石安鳥原日石善吉福中高日中木
田田田原元極言醸府田中井良本田白色石川守

真　　か健
崇英康利貞治温　　和奈穂　　理基お太博知
宏里子幸史城一　　階美澄　　子巳　り　郎美加

⑲図書室ニュース

「●一般図書 

風のたより　　　　　　　　瀬戸内寂聴著　海竜社 

北方領土と海峡防衛　　　　　日本戦略研究センター 

パイナップノン　　　　　吉本ばなな著　創ii書店 

NHKサイエンススペシャル　驚異の小宇宙1－6 

日本放送出版協会 

日本の青春　　　　　　　　童門冬二著　三笠書房 

麻雀、カラオケ、ゴルフはおやめなさい 

長谷Iii慶太郎善　PHP研究所 

老人ホーム入門　　　　フレディ松月俸　はまの出版 

さらば巨人軍　　　　　　　西本　聖書　アイペック 

日曜大工百科　　　　　　那須　活着　主婦と生活社 

危険な童話　　　　　　　　阿刀田　高著　新潮社 

奥の細道とみちのく文学の旅　金沢規雄若　里文出版 

だれも言わなかった塾利用法 

小宮山博仁著　主婦と生活社 

学歴のない犬（上）（下）西村寿行書角川書店 長い夜　　　　赤川次部署桃園書房 

足の汚れが万病の原因だった 

官　有謀書　文化創作出版 

おしゃれなミセス　　　瀬戸信昭著　日本ヴォーグ社 

人生の親戚　　　　　　　　大江健三郎著　新潮社 

カミーユ、クローデル　　湯原かの手書　朝日新聞社 

「●児童図書「‾‾‾ 

あわてた王さまきしやにのる　　寺村輝夫著　理論社 

となりのトトロ　　　　　中川幸枝手書　徳間書店 

とべ、バッタ　　　　　　　　田島征三善　倦成社 

にんじんさんがあかいがナ　　松谷みよ子著　童心社 

博　　信光直
美　　幸枝美

縄　　　萩二
鳩　　　尾宮

阪　　　　由美
一　　　書香

憲英　　　美忠伸　　菖
之寿　　恒朝視二　　冶

前寺小　　山
田　園田　　下

前知欣　　久
道子矢　　子

永安白深
石田）田部

活千　　　卓
治憲　　禎也
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現
在
）

柴
田
美
和
子

中
野
　
厚
美



（6）

（
こ
や
し
）
を
や
る
と
、
今
回
の
花
を

咲
か
せ
た
と
い
う
訳
で
す
。
こ
の
花
は

夜
の
ほ
ん
の
二
、
三
時
間
し
か
見
る
こ

と
が
で
き
ず
二
十
七
日
の
午
後
八
時
か

ら
午
後
十
一
時
ま
で
咲
か
せ
た
そ
う
で

す
。
こ
の
花
の
臭
い
が
、
ま
た
、
な
ん

と
も
い
え
ず
い
い
臭
い
だ
そ
う
で
、
玄

関
に
置
い
て
い
る
と
部
屋
中
に
、
ツ
ー

ン
と
ク
ー
ル
な
、
ス
ッ
キ
リ
す
る
臭
い

が
、
い
き
渡
っ
た
そ
う
で
す
。

田
中
さ
ん
は
、
こ
の
他
に
も
、
エ
ビ

夜
間
し
か
咲
か
な
い

ふ
し
ぎ
な
花

去
る
九
月
二
十
七
日
（
水
）
、
松
ノ

木
に
お
住
ま
い
の
田
中
さ
ん
宅
で
、
め

っ
た
に
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
月
下

美
人
（
サ
ボ
テ
ン
の
一
種
）
の
花
が
咲

き
ま
し
た
。

こ
の
月
下
美
人
は
、
田
中
さ
ん
が
五

十
九
年
に
黒
崎
で
、
当
時
十
肋
ぐ
ら
い

の
苗
を
買
っ
た
も
の
で
、
六
十
二
年
に

初
め
て
一
つ
花
が
咲
き
、
六
十
三
年
に

も
一
つ
、
そ
し
て
今
年
は
七
月
二
十
日

か
ら
、
だ
て
続
け
に
、
九
つ
の
花
が
咲

い
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
お
礼
ご
え

ネ
や
シ
ン
ビ
ジ
ュ
ー
ム
な
ど
を
育
て
て

い
て
、
今
で
は
郷
里
の
山
口
県
ま
で
毎

年
五
月
の
連
休
に
は
、
野
生
の
エ
ビ
ネ

を
求
め
て
道
な
き
山
を
歩
く
そ
う
で

す
。
苦
労
し
て
ポ
ッ
ン
と
咲
い
て
い
る

エ
ビ
ネ
を
見
つ
け
た
瞬
間
は
、
心
に
潜

む
美
し
き
を
発
見
し
た
よ
う
な
喜
び
を

感
じ
ま
す
と
田
中
さ
ん
。

「
今
で
ほ
こ
り
す
ぎ
て
、
お
金
も
ち
ょ

っ
ぴ
り
か
か
る
け
ど
、
人
生
楽
し
く
、

好
き
な
こ
と
し
て
生
き
た
い
で
す
。
」

と
も
う
少
し
で
広
報
マ
ン
の
私
も
花
の

と
り
こ
に
な
り
そ
う
で
し
た
。

柳
川
葱
勅
弟
ツ
究
－
で

味
覚
の
秋
を
楽
し
み
ま
し
た
。

文
化
ふ
れ
あ
い
事
業
の
一
環
と
し

て
行
わ
れ
た
柳
川
グ
ル
メ
ツ
ア
ー
の

一
行
が
、
十
月
十
三
日
の
午
前
九
時

に
役
場
を
出
発
し
、
柳
川
の
文
化
と

味
覚
の
秋
を
満
喫
し
ま
し
た
。

今
回
の
グ
ル
メ
ツ
ア
ー
で
は
、
ウ

ナ
ギ
の
せ
い
ろ
蒸
し
を
賞
味
、
そ
し

て
同
じ
河
川
を
持
つ
地
域
と
し
て
、

市
民
の
河
川
愛
護
運
動
で
蘇
っ
た
柳

川
に
参
加
者
の
み
な
さ
ん
が
触
れ
、

我
が
町
の
遠
賀
川
を
見
直
す
こ
と
も

目
的
の
一
つ
で
し
た
。

さ
く
ら
会
の
子
供
だ
ぢ
が

芋
掘
り
で
秋
を
満
喫

九
月
三
十
日
の
澄
ん
だ
空
気
の
も

と
、
さ
く
ら
共
同
作
業
所
（
松
井
力
代

表
）
の
さ
く
ら
農
園
で
い
も
掘
り
大
会

が
あ
り
ま
し
た
。

さ
く
ら
農
園
は
、
障
害
児
を
も
つ
覿

た
ち
が
、
子
ど
も
た
ち
が
大
き
く
な
っ

て
社
会
参
加
に
役
立
つ
よ
う
に
と
頼
っ

て
玄
海
町
の
湯
川
山
の
近
く
に
設
置
し

た
も
の
で
す
。
土
の
中
か
ら
大
小
さ
ま

ざ
ま
な
形
の
い
も
が
出
て
く
る
た
び

に
、
子
ど
も
た
ち
の
歓
声
が
農
園
い
っ

ぱ
い
に
ひ
ろ
か
っ
て
い
ま
し
た
。

遠
賀
町
商
工
会
青
年
部
が
中
心
に
な

っ
て
編
集
し
て
い
た
町
内
版
電
話
帳
が

イ
メ
ー
ジ
を
新
た
に
し
て
完
成
し
ま
し

た
。
こ
の
新
し
い
寓
話
帳
は
、
三
年
ぶ

り
に
作
り
直
し
た
も
の
で
表
紙
は
、
来

年
の
「
と
び
う
め
国
体
」
の
漕
艇
会
場

と
な
り
、
ま
た
、
遠
賀
町
の
施
設
を
代

表
す
る
遠
賀
川
漕
艇
場
が
モ
チ
ー
フ
に

な
っ
て
い
ま
す
。
紙
面
か
ら
、
ボ
ー
ト

を
漕
ぐ
選
手
た
ち
の
熱
い
心
意
気
が
伝

わ
っ
て
き
そ
う
で
す
。

な
お
、
家
庭
へ
の
配
布
は
十
一
月
中

を
め
ど
に
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
生
活

に
役
立
つ
店
舗
の
情
報
も
載
せ
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
家
庭
や
職
場
で
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

掴
朝

田
の
＝
畑
。
国
連

lL



囲日劇血腫週日田嶋聴聞図四開園閉園

旧目印圃離別Ⅷ漢東関脚
（社）中間青年会議所主催で、来る11月18日は）に北九州市

長・中間市長・水巻町長・遠賀町長・芦屋町長・岡垣町長を招
き、シンポジウム「トライアル2001」が開催されます。

このシンポジウムは、行政区にとらわれない広域圏にお
いて間近に迫った21世紀の地域のイメージを各首長に夢を

もって語っていただく試みです。同時に地域住民として、
行政と共に未来へ向かって取り組むべき問題点を明らかに
する試みでもあります。
町民の皆様、共に考えてみませんか。

記

●日　　　時　平成元年11月18日出13：00－15：35

●場　　　所　水巻町中央公民館（水巻庁舎隣）
●プログラム13：00開　　会　各市・町ビデオ紹介

13；25基調講演　地域プランナー

大久保浩孝氏
14：05パネルディスカッション

パネラー　末吉北九州市長・木曽中間市長

伊藤水巻町長・高山遠賀町長

：∴∴●・∴i∴∴
吉田芦屋町長・刀根岡垣町長
松本中間青年会議所理事長

コーディネーター　大久保浩孝氏

15：35開会予定

●問い合わせ先（社）中間青年会議所
中間市御錦町7組　TEL246－2396

（7）

秋
の
火
災
手
隙

運
動
に
そ
な
え
て

遠
賀
町
監
査
委
員
の
選
任

遠
賀
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

（
鹿
田
雅
彦
）

町
監
査
要
員
一
名
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
薪
し
い
委
員

に
韓
日
雅
彦
氏
が
還
任
さ
れ

ま
し
た
。

遠
賀
町
監
査
委
員

平
成
元
年
1
0
月
2
日

選
任

（
任
期
4
年
）

大
正
1
3
年
1
月
然
日
生

（
高
崎
童
謡
）

町
教
育
委
員
会
委
員
－
名

の
任
期
満
了
に
伴
い
、
新
し

い
委
員
に
高
崎
重
徳
氏
が
任

命
さ
れ
ま
し
た
。

運
賃
町
教
育
委
員
会
委
員

平
成
元
年
同
月
6
日

任
命

（
任
期
4
年
）

大
正
1
2
年
Ⅱ
月
9
日
生

住
所
　
遠
賀
町
大
字
尾
崎
9
8
4

略
歴
・
昭
和
1
8
年
三
菱
化
成
㈱
に
入
社
・
昭
和
5
3
年
同
社

九
州
支
店
次
長
で
退
社
・
昭
和
5
3
年
菱
束
肥
料
㈱
副
社
長

・
昭
和
6
1
年
愛
東
肥
料
㈱
退
職
・
昭
和
6
3
年
尾
崎
区
区
長

住
所
　
遠
賀
町
大
字
木
守
l
1
3
0

略
歴
・
昭
和
弱
年
遠
賀
町
農
薬
委
員
会
委
員
・
昭
和
沈
年

遠
賀
町
議
会
議
員
・
昭
和
俄
年
保
護
司
・
昭
和
倣
年
遠
賀

町
議
会
議
長
・
昭
和
0
0
年
～
飢
年
木
守
区
区
長

十
一
月
九
日
か
ら
十
五
日
ま
で
の
一

週
間
、
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
展
開
さ

れ
ま
す
。
火
災
の
発
生
件
数
が
増
え
て
く
る
こ

の
時
期
、
火
災
の
発
生
を
防
ぎ
、
地
域

住
民
一
人
一
人
が
火
災
の
恐
ろ
し
さ
を

認
識
す
る
と
と
も
に
、
火
災
の
つ
け
入

る
ス
辛
を
与
え
な
い
よ
う
に
、
気
を
引

き
締
め
る
の
も
目
的
の
一
つ
で
す
。

「
お
と
な
り
に
あ
げ
る
安
心
火
の
始

末
」
こ
の
全
国
統
一
標
語
を
心
に
刻
ん

で
、
皆
さ
ん
の
家
庭
で
も
こ
の
機
会
に

火
災
予
防
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
く
だ

さい。
一
一
九
番
通
報
の
際
、
場
所
や
状
況

圏
閑
閉
園
圏
醒

河
申
　
請
昌
運

盆
踊
り
販
あ
う
広
場
の
中
空
に

所
在
な
き
げ
に
月
の
か
か
れ
る

一
日
　
房
子

「
も
の
言
え
げ
居
寒
さ
」
わ
れ
な
る
と

席
代
後
れ
の
老
い
の
身
い
と
お
し

久
野
き
し
」
の

廟
前
に
ひ
た
す
ら
祈
る
信
者
ち
に

木
立
洩
れ
く
る
陽
の
や
わ
ら
か
さ

柴
田
　
　
房

し
ら
し
ら
と
夜
は
明
け
初
め
ね
老
い
吾
に

無
動
の
一
日
又
は
じ
ま
る
や

高
崎
　
咲
江

も
う
土
地
は
∵
ち
ね
と
思
い
つ
つ

単
を
取
る
安
住
し
て
い
る

そ
の
地
の
上
に
　
井
口
　
絹
子

を
正
し
く
言
え
な
い
た
め
、
ト
ラ
ブ
ル

や
被
害
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

火
災
や
救
急
の
時
、
誰
で
も
あ
わ
て

る
の
は
無
理
も
あ
り
ま
せ
ん
。

二
九
番
通
報
が
早
く
、
正
確
に
行

な
え
る
よ
う
電
話
機
の
付
近
に
次
の
通

報
要
領
を
書
い
た
紙
を
貼
っ
て
お
さ
ま

し
ょ
ヽ
つ
。

1
　
自
宅
の
住
所

2
　
氏
名

3
　
電
話
番
号

4
　
自
宅
付
近
の
大
き
な
目
標
（
店

や
学
校
な
ど
）

火
災
・
救
急
件
数
（
9
月
申
）

園
田
開
園
田
園
閑

地
日
　
華
利
運

黒
猫
の
視
野
の
中
な
る
鶏
頭
花
三
村
　
妙
子

無
雑
作
に
活
け
し
す
す
き
や
高
月
な
る

中
馬
千
代
女

山
門
へ
ゆ
る
さ
勾
配
昼
の
虫迫
田
　
　
勉

野
良
猫
に
朝
顔
の
咲
く
く
ぐ
り
遺

玉
野
∴
信
彦

空
仰
ぐ
雁
来
ろ
こ
ろ
は
こ
こ
ろ
し
て

柴
田
と
も
子
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師所
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欝　　　　第5回男女雇用機会均等月間　　　　　簿

糞　体験覇「募集　－！藩●
縛＄載載＄　㊧㊥塙塙塙00①①鋲の㊥㊥膳⑮館線鈴鏡鎮録鎗繍鯵8線鎗翰縛線l蜘離鎗鋒

平成2年度は、男女雇用機会均等月間も第5回目を迎えます。

これを記念して、男女雇用機会均等法をテーマとしたあなたの

職場での体験記を募焦します。

●ラーマ　☆企業の女子雇用管理改善事例

☆女子労働者のキャリア形成、自己啓発等の体験

●購購締切　平成元年11月30日（当日消印有効）

●夢東谷よび問い合わせ先　福岡婦人少年室

福岡市博多区博多駅東2－1ト1℡092－411－4約4

－男女雇用機会均等月間とは－

男女雇用桟会均等法の公布日（昭和60年6月1日）を記念し、

この法律の趣旨に沿った企業の女子雇用管理の改善と女子労働

者自身の職業能力の向上と意識の高揚を目指し、労使を始め社

会一般の認識と理解を深めるために毎年6月に全国的に広報啓

発活動を実施するものです。

（8）

テレホンサービス
闇551“8181

ハイハイ

健康テレホンサービスは福岡県保険医協会が1986

年11月からスタートし、88年4月には北九州でも

放送しています。スタートから88年6月までの118

線のテーマを冊子にしました。皆さまの身近な医
療情報誌としてご活用ください。
ご恭望の人は700円（送料含む）でお分けいたします。

（申し込み先）福岡県保険医協会事務局
℡092－451－9025

▼
テ
ー
マ

●
目
　
時

（
円
通
院
住
職
、
若
宮
町

教
育
委
員
）

子
育
て
に
、
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
頑
張
っ
て

1
2
月
2
日
（
土
）

1
9
時

遠
賀
川
公
民
館

狩
野
俊
敏
氏

（
円
通
院
住
職
、
若
宮
町

教
育
委
員
）

交
付
し
ま
す
。
受
給
権
者
の
み
な
さ
ん

は
、
先
に
お
渡
し
し
た
国
民
年
金
節
義

保
管
柾
と
年
金
駈
書
に
相
和
し
て
あ
る

印
鑑
を
持
っ
て
、
役
場
国
保
年
金
係
で

十
一
月
三
十
日
ま
で
に
年
金
証
書
の
交

付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

十
二
月
期
の
支
払
い
は
、
指
定
郵
便

局
で
行
っ
て
い
ま
す
。

●
注
　
意

①
代
理
人
が
年
金
証
書
の
交
付
を
受

け
る
場
合
は
、
保
管
証
の
委
任
状
の

欄
に
必
要
事
項
を
記
入
し
押
印
し
て

く
だ
さ
い
。

⑧
保
管
証
を
紛
失
さ
れ
た
人
は
、
国

保
年
金
係
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

平
成
元
年
分
年
末
調
整
の
説
明
会
を

次
の
よ
う
に
開
催
し
ま
す
。

各
事
業
所
の
年
末
調
整
事
務
担
当
の

方
は
、
ぜ
ひ
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

●
目
　
時
　
日
月
約
日
（
水
）

・
0
0
時
～
1
2
時

・
1
3
時
0
0
分
～
1
5
時
0
0
分

の
二
回
行
い
ま
す
。

●
場
　
所
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
問
い
合
わ
せ
先
　
薯
松
税
務
署

＄

（

7

6

1

）

2

5

3

6

な
お
、
駐
車
場
が
狭
い
た
め
、
自
家

用
車
以
外
の
交
通
機
関
を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

雇
用
保
険
の
正
し
い
受
給

で
仕
事
に
弾
み
を

八
月
に
提
出
し
て
い
た
だ
い
た
老
齢

福
祉
年
金
証
書
を
十
一
月
十
三
日
か
ら

◎
雇
用
保
険
制
度
は
、
労
働
者
が
退
職

し
て
失
業
し
た
場
合
に
、
失
業
給
付
を

行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
再
就
職
す
る
ま

で
の
生
活
の
安
定
を
図
り
、
再
就
職
の

援
助
・
促
進
を
行
う
た
め
の
も
の
で
す
。

◎
働
い
た
場
合
（
ア
ル
バ
イ
ト
、
試
用

期
間
、
踵
時
な
ど
を
問
い
ま
せ
ん
）
は

事
実
を
あ
り
の
ま
ま
届
出
て
、
正
し
く

受
給
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
事
実
を
届
出
な
い
で
、
失
業
給
付
を

受
け
る
と
不
正
受
給
と
な
り
ま
す
。

◎
公
共
職
業
安
定
所
は
、
失
業
さ
れ
た

方
の
再
就
職
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

窓
口
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
県
労
働
部
雇
用
保
険
課
　
給
付
係

＄

0

9

2

（

6

5

1

）

1

1

1

1



11月は
国民年金前庭推進月間

老後の暮らしをささえる国民年金

年金の受給資格は、個々人の職歴や国民年金保険

料の納付状態で違います。
ぜひ、この機会にあなたの年金について五しく理

解し、老後に備えて下さい。

国民年金に加入して、保険料を納めることが将来
の年金を受けるための条件です。

保険料を納めることが困難な人には、保険料の免除

制度がありますので役渇国保年金係にご相談ください。

あなたの年金受給権を守るのは、あなた自身です。

※このさい尋ねてみませんか7

●日　時11月15日㈱“16日休）10時～16時

●調　所　遠賀町中央公民館1階ホール
●綱殿賀　八幡社会保険事務所職員

Annour．cement of oper‖ng Of

Hl．man RIghts Counseiiing CenterforForeigIlers

Aren’tyoufeellnganylnC°nVenlenCelnyOurllfeln

JapanlJeCauSe you are nOt famlllar∴WlthJapanese

legalsystem，orareyoun°ttroubledwlthanypr°blem

of human rlghtsi∴SuCh as sufferlng dlScI－lmlnatory

treatment on your personal matters7

1norder to provldehelptoforelgnerStrOubeld wlth

SuCh pr°blems counselling center wlll be establlShed

at the tlme∴and place as glVen below Please don’t

hesttate to come f°r COnSultatIon

Counselling servicelS∴aVaIlable wlthout fees Your

COnSultatlon and any of your prlVate matterS Wlll be

kept strictIy secret．

く＞Date and Tlme Dec．3（Sun）1989

Of the Legal A〝al鵬　Bureau

（IrIlerpretCr WlnIIC there）

◇　Couneelor

CIVii Li

CHflcial

LdWγer

（9）

身
体
障
害
者
対
象
の

県
職
員
採
用
試
験

福
岡
県
人
事
委
員
会

●
採
用
職
麓
と
採
用
予
定
数

一
般
事
務
　
　
1
0
人

●
受
験
費
格

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
、

そ
の
障
害
の
経
度
が
1
級
か
ら
4
級

ま
で
の
人
で
、
次
の
要
件
の
す
べ
て

に
該
当
す
る
人

・
自
力
に
よ
り
通
勤
が
で
き
、
か
つ
、

介
護
者
な
し
に
職
務
の
遂
行
が
可
能

な
人

・
昭
和
舗
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
幼
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

・
福
岡
県
内
に
住
所
を
有
す
る
人

・
活
字
印
刷
文
に
よ
る
出
題
お
よ
び
口

頭
に
よ
る
面
接
試
験
に
対
応
で
き
る

人
●
一
次
試
験
日
　
1
月
1
4
日
（
日
）

●
試
験
会
場
　
　
小
倉
北
中
央
公
民
館

●
受
付
期
間
　
　
1
2
月
Ⅱ
日
（
月
）
～

1
2
月
妨
日
（
水
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
県
人
事
委
員
会
事
務
局
任
用
謙

虚

0

9

2

（

6

4

1

）

3

8

8

3

競
技
開
始
　
9
時
0
0
分

▽
場
　
所
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

▽
競
技
方
法
　
予
選
リ
ー
グ
・
決
勝
ト

ー
ナ
メ
ン
ト

▽
チ
ー
ム
編
成

柳
歳
以
上
の
男
子
チ
ー
ム

紗
裁
以
上
の
女
子
チ
ー
ム

競
技
者
は
4
人
と
す
る
。

▽
申
込
締
切
　
日
月
1
5
日
（
水
）
ま
で

▽
申
込
み
先
　
遠
賀
町
体
育
協
会
事
務

居
館

（

2

9

3

）

1

2

3

4

遠
賀
町
レ
ク
リ
工
l
ン
ヨ
ン

研
究
会
の
会
員
募
集

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会
の

参
加
者
募
集遠

賀
町
体
育
協
会

▽
日
　
時
　
Ⅱ
月
節
目
（
臼
）

開
会
式
　
9
時

昭
和
幼
年
に
誕
生
以
来
、
数
多
く
の

指
導
者
を
地
域
に
送
り
出
し
ま
し
た
。

旅
行
、
キ
ャ
ン
プ
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
、

ゲ
ー
ム
、
ソ
ン
グ
、
ダ
ン
ス
な
ど
幅
広

い
内
容
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
子
供
会

・
公
民
館
・
職
場
な
ど
で
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
指
導
者
を
め
ざ
す
人
、
指
導

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
、
レ
ク
情

報
が
ほ
し
い
人
、
そ
し
て
今
、
何
も
し

て
な
く
て
時
間
を
も
て
あ
ま
し
て
い
る

人
は
ぜ
ひ
、
お
い
で
く
だ
さ
い
。

○
例
会
目
　
毎
月
第
一
・
三
火
曜
日

〇
時
　
間
　
午
後
7
時
～
9
時

○
場
　
所
　
コ
ミ
ニ
〓
ア
ィ
セ
ン
タ
ー

○
入
会
金
一
、
二
〇
〇
円

○
会
　
費
　
年
二
、
四
〇
〇
円

○
申
込
先
　
役
場
内
　
田
中
幸
男
（
＄

2

9

3

～

1

2

3

4

）

ま

た
は
例
会
臼
に
会
場
へ

●
場
　
所
　
遠
賀
町
大
字
虫
生
津
西
町

●
真
集
戸
数
　
第
2
種
（
2
K
）
1
声

昭
和
色
年
建
築
1
楳
2
戸
建

（
浴
槽
は
個
人
で
設
置
）

●
家
　
賃
　
月
額
3
、
2
0
0
円

●
敷
　
金
　
　
　
9
、
6
0
0
円

（
家
賃
の
3
か
月
分
）

●
入
居
資
格
、
7
月
然
日
号
の
収
入
基

準
表
を
参
照
の
こ
と

●
申
込
締
切
　
日
月
幻
日
（
月
）

●
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は

役
場
総
務
課
管
財
係
ま
で

今
年
の
十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で

は
、
人
権
週
間
で
す
。
こ
の
一
環
と
し

て
、
外
国
人
の
種
々
の
相
談
に
応
じ
る

た
め
、
福
岡
市
に
お
い
て
次
の
よ
う
に

「
外
国
人
の
た
め
の
特
設
人
権
相
談
所
」

を
開
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

●
目
　
時
　
　
1
2
月
3
日
（
日
）

午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

●
場
　
所
　
　
福
岡
市
中
央
区
赤
坂
2

丁
目
5
番
8
号
　
福
岡

市
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー

●
柏
駁
員
　
　
人
権
擁
護
委
員
、
法
務

局
職
員
、
弁
護
士

●
柏
飯
内
容
　
外
国
人
の
人
権
問
題



●　●　　　●　●　　　●　●

持料　　対掘∴∴時期
参
品金　　亀新　　田

満
4

歳

●　●　　　●　●

持料　　内揚
参
晶金　　容所

田畑53　Sl　も～　56　57　58　的‘0　6i et e買手〉

透析患者、移檀希望者及び移植件数の推移

□　腕槻撒〈瑚〉亡コ，ら死体蹄他（湖）

圏

●期　日　12月27日まで

●場　所　　町内の各病院およ

び医院

●時　間　　診療時間内

●対　象　　3歳以上の希望者

●接櫨方法　1週間から4週間

の間隔をおいて2

回接種

●持参品　　印鑑

●料　金　1回につき810円

●その他　　接種日の朝、体温

も測っておいてく

ださい。中学生以

下、生活保護また
は町県民税が均等

割額以下の世帯の

人は、役場保健衛

生係窓口で無料用

の問診票をお受け

取りください。前

記以外の人は、各

病院、医院に問診

票を用意していま

す。

発行　福岡県遠賀郡遠賀町大字今古賀513遠賀町役場企画課（℡093－293－1234）　印刷　冷牟田印刷合資会社

保
健
衛
生
係
か
ら
の
お
知
ら
せ

℡
　
（
2
9
3
）
1
2
3
4
　
内
線
2
5
3

子
宮
ガ
ン
・
乳
ガ
ン
検
診

●
日
　
時
　
日
月
2
1
日
（
火
）
、
認
日

（
火
）
、
1
2
月
1
日
（
金
）

・
受
付
　
9
時
～
9
時
伽
分

・
模
鯵
　
1
0
時
～

●
場
　
所
　
中
央
公
民
館

●
定
　
員
　
子
宮
ガ
ン
　
各
日
脚
人

乳
ガ
ン
　
　
各
日
5
0
人

●
料
　
金
一
つ
の
検
診
に
つ
き
抑
円

（
当
日
徴
収
）

●
申
込
期
間
　
日
月
1
3
日
（
月
）
か
ら

受
け
付
け
、
定
員
に
な
り

し
だ
い
締
め
切
り

●
申
し
込
鼻
先役
場
保
健
衛
生
係
窓
口
、

電
話
に
よ
る
申
し
込
み
も

可

朝
の
尿
）
を
お
持
ち
く
だ

さい。

※
お
子
さ
ん
の
尿
は
、
よ
く

洗
っ
た
瓶
や
ふ
た
の
付
い

た
容
器
な
ど
に
入
れ
て
持

っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

（
牛
乳
瓶
は
だ
め
で
す
）

0

歳

児

検

診

n
月
蝕
日
（
金
）

受
付
　
1
3
時
1
0
分
～
1
4
時

検
診
　
1
3
時
5
0
分
～

中
央
公
民
館

平
成
元
年
1
月
～
6
月
生

ま
れ
の
乳
児

診
察
、
身
体
測
定
、
保
健

指
導
無
料
母
子
手
帳

一
－
一
歳
児
検
診

婦
　
相
　
談

目
　
n
月
0
0
日
（
木
）

受
付
　
1
3
時
1
0
分
～
1
4
時

検
診
　
1
3
時
5
0
分
～

●
日
　
時

中
央
公
民
飽

満
3
歳
を
超
え
、

に
達
し
な
い
幼
児

無
料
母
子
手
帳

尿
検
査
が
加
わ
っ
て
い
ま

す
の
で
、
お
子
さ
ん
の
尿

1
0
∝
程
度
（
検
診
日
の
早

n
月
幻
日
（
月
）

1
3
時
5
0
分
～
1
5
時
5
0
分

役
場
保
健
室

新
生
児
の
扱
い
方
、
沐
浴

指
導
無
料
母
子
手
帳
受
領
の
方
は
、

印
鑑

け
ん
　
　
　
　
‥
し
ん

献
腎

腎
臓
は
う
れ
し
い
と
き
や
び
っ
く
り

し
た
時
に
ド
キ
ド
キ
す
る
心
臓
と
か
、

お
腹
が
す
い
た
と
き
ゲ
ー
ツ
と
鳴
る
胃

腸
と
か
に
比
べ
、
お
腹
の
裏
側
で
い
つ

も
黙
々
と
働
き
つ
づ
け
人
体
活
動
の
根

源
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

腎
臓
機
能
を
失
う
と
腎
不
全
と
な
り

人
工
血
液
透
析
治
簾
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
根
本
的
に
解
決
で
き
る
の

は
腎
臓
移
植
だ
け
な
の
で
す
。
曹
臓
移

植
は
親
や
兄
弟
か
ら
も
ら
う
生
体
腎
移

植
と
、
亡
く
な
っ
た
人
の
啓
職
を
も
ら

愛
と
健
康
の
贈
り
膏
の

う
死
体
腎
移
植
が
あ
り
ま
す
。

透
析
患
者
数
や
腎
移
植
数
を
わ
が
国
と
ア
メ
リ
カ
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
と
比
較
し
て
み
ま
す
と
透
析
患
者
数
は
同
じ
く

ら
い
で
す
。
と
こ
ろ
が
腎
臓
移
梅
者
数
は
欧
米
は
日
本
の

一
五
倍
く
ら
い
あ
り
ま
す
。
特
に
大
き
く
違
う
の
は
死
体

腎
移
植
の
数
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
五
〇
倍
、
ア
メ
リ
カ
で
は

日
本
の
六
〇
倍
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
国
に
お
い
で
は
こ

の
現
状
に
照
ら
し
て
、
督
パ
ン
ク
へ
の
登
録
者
数
を
大
幅

に
増
や
す
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
昭
和
六
十
一
年

か
ら
「
腎
移
植
推
進
月
間
」
を
設
定
し
て
啓
提
供
登
録
者

数
の
拡
大
連
動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。
町
民
の
皆
様
の

御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。


